
 

第２２期第３８回 
松浦海区漁業調整委員会  

 
 
 

日時 令和６年12月６日（金）15時から 
場所 唐津市水産会館 研修室 

（唐津市海岸通り 7182−217） 
 

  
 

次    第 
 
１ 開  会 
 
２ 議  題 
（１） あなごかご漁業特認許可方針（案）について（諮問）     P2 〜 P4  

 
（２） いかかご漁業特認許可方針（案）について（諮問）      P5 〜 P11 
 
（３） 特定水産資源に関する令和７管理年度における知事管理 

漁獲可能量の設定について（諮問）              P12 〜 P14 
 

（４） 共同漁業権漁場外（小川島新北沖・馬渡島沖・小川島北東沖） 
における砂利採取の認可について（協議）           P15〜 P45 

 
（５） その他  
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あなごかご漁業（神集島地区特認）許可方針（案） 

 

第１ 制限措置 

（１）漁業種類 

    あなごかご漁業（神集島地区特認） 

（２）許可又は起業の認可をすべき船舶の数 

 １隻 

（３）船舶の総トン数 

制限なし 

（４）推進機関の馬力数 

    制限なし 

（５）操業区域 

    下記の①②に示す海域 

①  次のア、イ、ウ、エ、オ及びカの各点を順次に結んだ直線と最大高潮時海岸線

とによって囲まれた海域 

ア 唐津市神集島七丁田黒瀬の黒岩 

イ 唐津市神集島七丁田黒瀬の黒岩と福岡県糸島市志摩姫島南端を結んだ直線

と、包石と長崎県壱岐市芦辺町中名島を結んだ直線との交点 

ウ 包石と長崎県壱岐市芦辺町中名島を結んだ直線と、唐津市呼子町鷹島頂上

と福岡県糸島市志摩姫島北端を結んだ直線との交点 

エ 唐津市呼子町鷹島頂上と福岡県糸島市志摩姫島北端を結んだ直線と、唐津

市湊町女瀬鼻東端と福岡県糸島市志摩鳥帽子島灯台を結んだ直線との交点  

オ 唐津市湊町女瀬鼻東端と福岡県糸島市志摩鳥帽子島灯台を結んだ直線と、

唐津市高島西端と唐津市神集島西端を結んだ直線の延長線との交点 

カ 唐津市神集島北端 

②  次のア、イ、ウ及びアの各点を順次に結んだ直線によって囲まれた海域 

ア 包石と長崎県壱岐市芦辺町中名島を結んだ直線と、唐津市呼子町小川島南

端と福岡県糸島市志摩仏崎先端を結んだ直線との交点 

イ 包石と長崎県壱岐市芦辺町中名島を結んだ直線と、唐津市土器崎北端から

正北に引いた直線との交点 

ウ 唐津市呼子町小川島南端と福岡県糸島市志摩仏崎先端を結んだ直線と、唐津

市土器崎北端から正北に引いた直線との交点 
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（６）漁業時期 

２月１日から４月３０日まで 

（７）漁業を営む者の資格 

①  唐津市神集島地区において漁港機能を有する施設を拠点として漁業を営もう

とする者 

②  佐賀県の漁船原簿に登録されている船舶を使用する権利を有する者 

③  佐賀県漁業調整規則（令和２年佐賀県規則第６３号。以下「規則」とい

う。）第１０条第１項第１号から第５号までのいずれにも該当しない者 

④  適切な資源管理を実践できる者 

⑤  漁業の生産力の向上に努めようとする者 

 

第２ 許可の有効期間 

   令和７年２月１日から令和７年４月３０日 

第３ 申請すべき期間 

   公示した日から令和７年１月１０日まで 

第４ 許可の基準 

   第１（７）に定める資格を有し、第１（１）に定める漁業を営もうとする者。

ただし、第１（２）に定める隻数を超える場合は、次に揚げる優先順位とし、同

順位である者相互間の優先順位は、抽選による。なお、規則第９条第１項第２号

に該当する場合は、この限りでない。 

（１）  前回の許可最終日の４月３０日現在で、当該漁業許可を有していた者 

（２）  当該漁業許可を有する者から承継を受ける者。ただし、承継を受ける者

は許可を有する者と同居して生計を同じくする２親等以内の親族に限る。 

（３）（１）に該当せず、前回の許可期間中に当該漁業許可を有していた者 

（４）（１）～（３）に該当しない者で、規則第４条第１項第６号、第８号から

第１４号まで又は第１７号のいずれかの漁業許可を有する者 

 （５）（１）～（４）に該当しない者  

 

第５ 条件 

 （１）使用するかご数は、２００個以内とする。 

 （２）幹縄の両端に、水面１メートル以上の高さの標識をつけ、かつ、幹縄の中間

３００メートル毎に浮標をつけなければならない。 

 （３）操業時間は、夜間（日没から日出まで）とする。 
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いかかご漁業特認許可方針（案） 

 

第１ 制限措置 

（１）漁業種類 

    いかかご漁業 

（２）許可又は起業の認可をすべき船舶の数 

   ４隻以内 

（３）船舶の総トン数 

    制限なし 

（４）推進機関の馬力数 

    制限なし 

（５）操業区域 

    佐賀県玄海海域及び包石と長崎県壱岐市芦辺町中名島を結んだ直線

以東の筑肥漁場協議会で締結した操業協定に定められた海域 

（６）漁業時期 

   ２月１日から４月３０日まで 

（７）漁業を営む者の資格 

   ① 唐津市神集島、呼子町呼子及び呼子町小友のいずれかの地区にお

いて漁港機能を有する施設を拠点として漁業を営もうとする者。又

は、上記以外の地区において漁港機能を有する施設を拠点として漁

業を営もうとする者のうち、松浦海区漁業調整委員会に諮り、漁業

調整上支障がないと認められた者。 

   ② 佐賀県の漁船原簿に登録されている船舶を使用する権利 

を有する者 

③ 佐賀県漁業調整規則（令和２年佐賀県規則第６３号以下「規則」

という。）第１０条第１項第１号から第５号までのいずれにも該当

しない者 

④ 適切な資源管理を実践できる者 

⑤ 漁業の生産力の向上に努めようとする者 

第２ 許可の有効期間 

   令和７年２月１日から令和７年４月３０日まで 
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第３ 申請すべき期間 

   公示した日から令和７年１月１０日まで 

第４ 許可の基準 

   第１（７）に定める資格を有し、第１（１）に定める漁業を営もう

とする者。ただし、第１（２）に定める隻数を超える場合は、次に揚

げる優先順位とし、同順位である者相互間の優先順位は、抽選によ

る。なお、規則第９条第１項第２号に該当する場合は、この限りでな

い。 

（１）前回の許可最終日の４月３０日現在で、当該漁業許可を有してい

た者。ただし、当該順位の適用は、有していた許可件数の範囲までとする 

（２）当該漁業許可を有する者から承継を受ける者。ただし、承継を受

ける者は許可を有する者と同居して生計を同じくする２親等以内の

親族に限る 

（３）（１）に該当せず、前回の許可期間中に当該漁業許可を有していた

者 

（４）（１）～（３）に該当しない者で、規則第４条第１項第６号、第８

号から第１４号まで又は第１７号のいずれかの漁業許可を有する者 

（５）（１）～（４）に該当しない者  

第５ 条件 

（１）唐津市神集島地区において漁港機能を有する施設を拠点として漁

業を営もうとする者は、佐賀県玄海海域においては、①以外の海域

で操業してはならない 

 ① 次のア、イ、ウ、エ、オ及びカの各点を順次に結んだ直線と最大

高潮時海岸線とによって囲まれた海域 

ア 唐津市神集島七丁田黒瀬の黒岩 

イ 唐津市神集島七丁田黒瀬の黒岩と福岡県糸島市志摩姫島南端を

結んだ直線と、包石と長崎県壱岐市芦辺町中名島を結んだ直線と

の交点 

ウ 包石と長崎県壱岐市芦辺町中名島を結んだ直線と、唐津市呼子

町鷹島頂上と福岡県糸島市志摩姫島北端を結んだ直線との交点 

エ 唐津市呼子町鷹島頂上と福岡県糸島市志摩姫島北端を結んだ直

線と、唐津市湊町女瀬鼻東端と福岡県糸島市志摩烏帽子島灯台を
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結んだ直線との交点 

オ 唐津市湊町女瀬鼻東端と福岡県糸島市志摩烏帽子島灯台を結ん

だ直線と、唐津市高島西端と唐津市神集島西端を結んだ直線の延

長線との交点 

カ 唐津市神集島北端  

（２）唐津市神集島、呼子町呼子及び呼子町小友のいずれかの地区にお

いて漁港機能を有する施設を拠点として漁業を営もうとする者は、

佐賀県玄海海域においては①以外の海域で操業してはならない。 

 ① 次のア、イ、ウ及びアの各点を順次に結んだ直線によって囲まれ

た海域 

ア 包石と長崎県壱岐市芦辺町中名島を結んだ直線と、唐津市呼子

町小川島南端と福岡県糸島市志摩仏崎先端を結んだ直線との交点 

 イ 包石と長崎県壱岐市芦辺町中名島を結んだ直線と、唐津市土器

崎北端から正北に引いた直線との交点 

ウ 唐津市呼子町小川島南端と福岡県糸島市志摩仏崎先端を結んだ

直線と、唐津市土器崎北端から正北に引いた直線との交点 

（３）松浦海区漁業調整委員会に諮り、漁業調整上支障がないと認めら

れたことにより当該漁業を営む者の資格に該当した者は、同委員会

が指定する海域以外で操業してはならない 

（４）かご漬数は、１２０個以内とする 

（５）漁具標識として、連結した幹縄の両端に、水面上１メートル以上

の高さの標識をつけ、かつ、幹縄の中間３００メートル毎に浮標を

つけなければならない 
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さんま、まあじ、まいわし太平洋系群、まいわし対馬暖流系群、かたくちいわし対馬暖流

系群、うるめいわし対馬暖流系群、かたくちいわし太平洋系群、かたくちいわし瀬戸内海系

群及びまだい日本海西部・東シナ海系群に関する令和７管理年度（令和年１月１日から同年

12 月 31 日までの期間をいう。）における漁業法第 16 条第１項に定める数量は、次のとお

りとする。 

 

第１ まあじ 

 １ 都道府県別漁獲可能量について、本県に定められた数量 

   現行水準 

 

 ２ 知事管理区分に配分する数量 

知事管理区分 配分数量 

佐賀県まあじ漁業 現行水準 

 

第２ まいわし対馬暖流系群 

１ 都道府県別漁獲可能量について、本県に定められた数量 

   現行水準 

 

 ２ 知事管理区分に配分する数量 

知事管理区分 配分数量 

佐賀県まいわし漁業 現行水準 

 

第３ さんま 

１ 都道府県別漁獲可能量について、本県に定められた数量 

   現行水準 

  

 ２ 知事管理区分に配分する数量 

知事管理区分 配分数量 

佐賀県さんま漁業 現行水準 
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第４ かたくちいわし対馬暖流系群 

１ 都道府県別漁獲可能量について、本県に定められた数量 

   50,000 トンの内数 

 

 ２ 知事管理区分に配分する数量 

知事管理区分 配分数量 

佐賀県かたくちいわし漁業 50,000 トンの内数 

 

第５ うるめいわし対馬暖流系群 

１ 都道府県別漁獲可能量について、本県に定められた数量 

   46,000 トンの内数 

 

 ２ 知事管理区分に配分する数量 

知事管理区分 配分数量 

佐賀県うるめいわし漁業 46,000 トンの内数 

 

第６ まだい日本海西部・東シナ海系群 

１ 都道府県別漁獲可能量について、本県に定められた数量 

   5,900 トンの内数 

 

 ２ 知事管理区分に配分する数量 

知事管理区分 配分数量 

佐賀県まだい漁業 5,900 トンの内数 
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